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令
和
四
年
五
月
十
五
日
、
新
た
な
学
院
本
科
生
を
迎
え
て
新
年
度
が
始
ま
り
、

六
月
に
は
特
科
生
も
迎
え
ま
し
た
。
教
祖
様
の
ご
信
心
に
始
ま
る
ご
縁
に
つ
な
が

り
、
教
主
金
光
様
の
御
取
次
、
ご
祈
念
を
賜
わ
り
、
保
証
教
会
長
先
生
は
じ
め
ご

関
係
各
位
の
祈
り
の
中
、
自
ら
願
い
を
立
て
て
共
に
こ
の
学
院
に
お
引
き
寄
せ
を

頂
き
ま
し
た
。 

「
終
生
道
の
御
用
に
立
た
し
め
給
わ
ん
こ
と
を
祈
り
ま
つ
る
」
と
の
「
祈
願
」

を
奉
唱
し
、
本
部
広
前
の
修
行
生
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
神
様
と
の
関
わ
り
を

確
か
に
し
て
い
く
学
院
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

修
行
は
仲
間
と
共
に
は
す
る
の
で
す
が
、
自
ら
の
心
が
神
様
に
向
か
う
こ
と
こ

そ
が
大
切
で
す
。
目
や
耳
に
入
る
様
々
な
こ
と
が
ら
を
通
し
て
自
分
の
心
の
動
き

を
見
つ
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
目
や
耳
を
問
う
良
い
機
会
と
も
な
り
ま
す
。
自

分
が
未
熟
で
あ
る
と
か
、
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
神
様
は
私
に

何
を
伝
え
、
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
、
そ
う
し
た

神
様
と
の
対
話
を
通
し
て
、
心
の
行
と
も
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

教
主
金
光
様
は
、
本
科
生
の
入
学
に
あ
た
り
、
「
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
学
院
生
活
の

中
で
、
こ
こ
ま
で
に
受
け
た
お
か
げ
を
思
い
返
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
本
部
広
前

の
修
行
生
と
し
て
、
私
も
皆
さ
ん
と
と
も
ど
も
に
、
こ
こ
か
ら
の
お
か
げ
を
こ
う

む
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
金
光
様
も

共
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
と
の
お
言
葉
で
す
。
神
様
か
ら
の
縦
軸
を
確
か
に
す

る
た
め
、
お
礼
を
土
台
に
お
か
げ
の
意
味
を
求
め
、
神
様
に
心
を
向
け
、
神
様
の

願
い
に
生
き
る
日
々
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

時
代
や
社
会
は
混
沌
と
し
、
人
々
の
不
安
や
孤
独
も
強
く
感
じ
ま
す
。
い
よ
い

よ
「
神
人
の
道
」
が
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
現
わ
さ
れ
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の

助
か
り
の
お
役
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
教
師
と
い
う
生
き
方
を
求
め
て

学
院
修
行
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
先
輩
方

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
道
の
大
切
な
と
こ
ろ
を
、
自
ら
の
い
の
ち
に
い
た
だ
き
、

次
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
か
け
が
え
の
な
い
場
の
あ
り
が
た
さ
、
尊
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

聖蹟巡拝（泉勝院） 
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五
月
十
五
日
の
入
学
式
か
ら
、
早
く
も
三

カ
月
近
く
が
経
ち
、
本
日
、
九
名
の
本
科
生

と
共
々
に
夏
期
在
籍
教
会
実
習
出
発
式
を
迎

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
保
証
教
会
長
先
生

の
ご
指
導
の
下
、
入
学
前
か
ら
二
週
間
の
間
、

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
て
い
た
だ
き
、
検

温
を
は
じ
め
と
し
た
体
調
管
理
に
、
ご
留
意

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

入
学
式
前
日
の
入
寮
式
で
は
、
教
師
を
志

す
本
科
生
が
一
同
に
会
し
、
こ
こ
か
ら
始
ま

る
寮
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
入
学

式
で
は
「
終
生
道
の
御
用
に
立
た
し
め
給
わ

ん
こ
と
を
願
い
ま
つ
る
」
と
の
「
祈
願
」
を

唱
え
、
学
院
で
の
修
行
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
入
学
か
ら
十
日
間
の
信
行
輔
導
期
間
で

は
、
前
年
度
の
学
院
生
で
あ
る
五
名
の
Ｏ
Ｂ

か
ら
指
導
を
受
け
て
、
ご
祈
念
や
お
届
け
の

作
法
、
洒
掃
の
仕
方
や
食
堂
で
の
食
事
の
支

度
な
ど
の
御
用
に
当
た
り
ま
す
。
初
め
て
黒

衣
に
袖
を
通
す
学
院
生
も
い
る
中
、
下
駄
の

音
を
響
か
せ
な
が
ら
全
員
が
黒
衣
に
身
を
包

み
、
本
部
広
前
に
参
拝
す
る
姿
は
、
と
て
も 

晴
れ
晴
れ
し
く
見
え
、
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
学
院
生
の

修
行
成
就
を
心
か
ら
お
祈
り 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
信
行
輔
導
期
間

が
終
わ
る
日
に
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
Ｏ
Ｂ

へ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
お
別
れ
の
会

を
学
院
広
前
で
行
い
ま
し
た
。
本
科
生
が
企

画
を
考
え
、
心
の
こ
も
っ
た
お
礼
の
言
葉
を

Ｏ
Ｂ
に
贈
り
、
Ｏ
Ｂ
も
大
変
感
激
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
学
院
で
の
修
行
は
、
い
ろ
ん
な
方

の
お
世
話
に
な
り
、
起
こ
っ
て
く
る
様
々
な

事
柄
を
通
し
て
神
様
の
働
き
を
感
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ご
霊
地
の

お
徳
と
、
全
教
の
お
祈
り
添
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
と
改
め
て
思
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

六
月
十
五
日
に
は
特
科
生
七
名
が
入
学
さ

れ
、
学
院
生
は
一
カ
月
の
間
、
十
六
名
と
な

り
ま
し
た
。
本
科
生
は
自
分
た
ち
が
Ｏ
Ｂ
の

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
今
度
は
特
科
生
に
そ
れ
ま
で
教

わ
っ
た
こ
と
を
丁
寧
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

特
科
生
は
、
一
カ
月
の
限
ら
れ
た
修
行
期
間

で
、
取
り
組
む
課
題
も
多
く
、
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
本

科
生
と
触
れ
合
い
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
い

く
中
で
親
交
を
深
め
て
、
有
意
義
な
期
間
を

過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
特
科
生

七
名
の
う
ち

一
名
は
体
調

不
良
の
た
め

休
学
と
な
り

ま
し
た
が
、

六
名
は
七
月

十
五
日
に
卒

業
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
前
日
に
は
本
科

生
に
よ
る
お
別
れ
の
会
が
催
さ
れ
、
互
い
に

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
一
カ
月
の
修
行
生

活
を
通
し
て
、
共
々
に
修
行
成
就
、
御
用
成

就
を
願
い
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
同
期

生
と
し
て
の
絆
が
で
き
た
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。 

本
科
生
は
来
年
一
月
四
日
ま
で
を
前
期
と

し
て
、
「
神
に
心
を
向
け
る
」
を
信
行
目
標

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
日
々
の
修
行
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を

通
し
て
、
神
様
に
心
を
向
け
て
い
く
稽
古
に

励
み
、
お
育
て
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
教
主
金
光
様
を
は
じ
め
、
皆
様
方
の

お
祈
り
を
賜
っ
て
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

も
皆
様
と
共
々
に
修
行
成
就
を
祈
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
院
次
長 

秦は
た 

浩こ
う

治じ 

講義科目・担当者 

 

人 事 異 動 

消防・避難訓練 

信修科目

礼

典

(

祭

詞

)

礼

典

(

祭

式

)

教

会

活

動

(

各

種

活

動

)

結

界

取
次

教

団

活
動

教

団

史

教

 

制

教

 

義

教

 

祖

本

教

概
説

田
中

　

照
彦

仁
科

明

日
児

安
部

　

美
雄

金
原

　

光
三

野
谷

　

雄
輝

加
藤

　

　
実

三
好

　

光
一

秦
　

　

浩
治

佐
藤

　

光
貴

大
代

　

信
治

教祖・教義科目教会・布教科目 教団科目・
信
徒
村
上
暁
子

、
六
月
一
日
付
で
臨
時

　
御
用
奉
仕
に
任
命

。

・
講
師
笠
井
佳
実
子

、
五
月
十
三
日
付
で

　
辞
任

。

・
教
徒
宮
本
保
子

、
五
月
七
日
付
で
書
記

　
に
任
命

。

・
主
事
森
本
祐
二

、
四
月
二
十
日
付
で
広

　
前
部
へ
異
動

。

・
教
師
秦
浩
治

、
四
月
二
十
日
付
で

　
講
師

、
次
長
に
任
命

。

・
教
師
大
代
信
治

、
四
月
二
十
日
付
で
学

　
院
長
に
任
命

。

・
学
院
長
高
橋
寛
志

、
次
長
坂
口
光
正

、

　
四
月
十
九
日
付
で
任
期
満
了

。

・
臨
時
御
用
奉
仕

田
義
子

、
同
西
川
道

　
子

、
令
和
四
年
四
月
十
五
日
付
で
辞
任

。

・
書
記
須
嵜
元
道

、
同
日
吉
祐
里

、
十
二

　
月
一
日
付
で
助
手
に
任
命

。

・
教
師

田
義
子

、
同
西
川
道
子

、
九
月

　
一
日
付
で
臨
時
御
用
奉
仕
に
任
命

。

・
主
事
西
川
道
子

、
令
和
三
年
八
月
三
十

　
一
日
付
で
辞
任

。
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    ■
信
行
輔
導
期
間 

学
院
で
は
、
学
院
生
活
の
基
本
日
課
を
習

得
し
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
修
行
の
土
台
を
築

く
た
め
に
十
日
間
の
信
行
輔
導
期
間
を
設
定

し
て
い
る
。
前
年
度
の
卒
業
生
で
あ
る
Ｏ
Ｂ

か
ら
、
奉
仕
・
待
命
・
炊
事
・
洒
掃
を
中
心

と
し
た
生
活
全
般
の
指
導
を
受
け
た
。
本
年

度
の
本
科
生
九
名
は
慣
れ
な
い
黒
衣
に
身
を

包
み
、
Ｏ
Ｂ
の
言
動
に
意
識
を
集
中
さ
せ
、

修
行
生
と
し
て
の
在
り
方
を
学
ん
だ
。
Ｏ
Ｂ

の
行
き
届
い
た
指
導
に
よ
り
、
十
一
カ
月
の

学
院
修
行
の
基
礎
が
出
来
上
が
り
、
新
年
度

が
始
ま
っ
た
。
御
用
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い

た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
は
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。 

本
年
度
の
Ｏ
Ｂ
は
以
下
の
通
り
。 

（

敬

称

略

） 

桒
野
知
嘉
（
大
分
・
野
上
） 

四
方
清
志
（
大
阪
・
池
田
） 

高
橋
芙
美
（
岡
山
・
六
条
院
） 

髙
阪 

舞
（
三
重
・
伊
勢
） 

井
上 

幸
（
滋
賀
・
湖
北
） 

 

■
聖
蹟
巡
拝
（
ご
生
家
方
面
、
木
綿
崎
山
方
面
） 

聖
蹟
巡
拝
は
、
教
祖
様
ゆ
か
り
の
地
を
訪

れ
、
教
祖
事
蹟
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

願
い
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。 

六
月
二
十
日
に
は
、
本
科
生
・
特
科
生
合

同
で
教
祖
様
の
ご
生
家
方
面
へ
赴
い
た
。
往

路
で
は
大
谷
の
荒
神
社
、
早
馬
神
社
、
西
側

の
墓
地
（
金
光
家
遠
祖
歴
世
親
族
家
族
之
奥

城
）
な
ど
を
巡
り
、
ご
生
家
ま
で
歩
い
た
。

ご
当
主
・
香
取
航
師
か
ら
教
祖
様
に
ま
つ
わ

る
話
を
伺
い
、
教
祖
様
直
筆
の
神
名
書
付
、

天
地
書
附
な
ど
貴
重
な
品
々
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
復
路
で
は
、
教
祖
様

の
実
父
で
あ
る
十
平
様
が
幼
少
の
教
祖
様
を

背
負
っ
て
参
っ
た
と
さ
れ
る
泉
勝
院
を
参
拝

し
、
ご
住
職
の
修
行
時
代
の
貴
重
な
お
話
を

拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
占
見

村
の
氏
神
で
あ
る
大
宮
神
社
へ
も
参
拝
し
、

拝
殿
に
て
昼
食
を
い
た
だ
き
、
帰
院
し
た
。 

ま
た
、
六
月
十
八
日
に
は
特
科
生
が
、
七

月
八
日
に
は
本
科
生
が
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
教
祖
奥
城
や
立
教
聖
場
、
歴
代
教
主

奥
城
を
は
じ
め
、
小
野
邸
跡
や
絵
師
迫
墓
地

な
ど
、
木
綿
崎
山
周
辺
の
聖
蹟
を
巡
っ
た
。 

学
院
生
は
大
谷
村
、
占
見
村
の
聖
蹟
を
興
味

深
く
巡
拝
し
、
教
祖
様
の
時
代
に
思
い
を
馳

せ
て
い
た
。
今
秋
に
は
、
西
大
寺
観
音
院
、

吉
備
津
神
社
、
鞆
津
祇
園
宮
等
を
訪
問
す
る

予
定
で
あ
る
。 

 

■
平
和
学
習 

学
院
で
は
、
世
界
真
の
平
和
達
成
の
祈
り

を
新
た
に
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
平
和
学
習
を
実
施
し

て
い
る
。 

七
月
十
六
日
の
平
和
学
習
当
日
に
は
、
広

島
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
て
、
公
園
内
の
慰

霊
碑
を
巡
拝
し
た
。
学
院
生
は
、
こ
の
日
に

向
け
て
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
折
っ
た
千

羽
鶴
を
原
爆
の
子
の
像
へ
お
供
え
し
、
原
爆

供
養
塔
で
は
、
原
爆
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く

の
霊
様
を
偲
ん
で
、
祖
先
賛
詞
を
奉
唱
し
た
。

そ
の
後
、
被
爆
体
験
談
を
拝
聴
し
、
平
和
記

念
資
料
館
の
見
学
を
し
た
。
そ
し
て
、
午
後

か
ら
は
、
金
光
教
広
島
平
和
集
会
（
原
爆
死

没
者
慰
霊
碑
参
拝
式
、
被
爆
の
ど
ん
底
か
ら
、

原
爆
死
没
者
慰
霊
祭
、
金
光
学
園
中
学
生
に

よ
る
平
和
学
習
の
発
表
）
に
参
加
し
た
。 

戦
後
七
十
七
年
の
時
を
経
て
、
ヒ
ロ
シ
マ

の
地
に
立
っ
た
学
院
生
は
、
被
爆
体
験
者
の

話
や
、
当
時
の
様
相
を
物
語
る
資
料
に
触
れ
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
核
兵
器
が
も
た
ら
し
た

悲
惨
さ
を
感
じ
る
と
共
に
、
そ
の
こ
と
を
後

世
に
正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
、
信
仰
者
と

し
て
霊
様
の
立
ち
行
き
と
世
界
の
平
和
を
祈

り
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
よ

う
で
あ
る
。 

 

信行輔導期間（参拝） 

平和学習（広島平和記念公園） 



 

 

 

 

学院通信 第 1 号（通巻 156号）（４） 

 ■
文
化
活
動 

 
学
院
で
は
、
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養

を
身
に
つ
け
、
深
い
人
格
形
成
に
資
す
る
こ

と
を
願
い
と
し
て
、
文
化
活
動
を
設
定
し
て

お
り
、
学
院
生
は
、
典
楽
、
茶
道
、
書
道
い

ず
れ
か
を
選
択
し
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
に

実
施
し
て
い
る
。 

 

典
楽
／
五
名 

本
年
度
は
、
筝
一
名
、
笙
一
名
、
龍
笛
三

名
が
選
択
し
て
お
り
、
金
光
教
典
楽
会
よ
り

金
光
あ
か
り
師
・
岡
田
信
義
師
を
講
師
に
迎

え
て
、
毎
週
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
初
め
て

楽
器
に
触
れ
る
者
も
多
い
中
、
お
互
い
に
コ

ツ
を
教
え
合
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
秋
に

学
院
広
前

で
執
り
行

わ
れ
る
霊

祭
、
大
祭

の
奏
楽
の

御
用
の
た

め
、
一
音

一
音
に
真

心
を
込
め
、

神
様
、
霊

様
に
喜
ん

で
い
た
だ

け
る
よ
う
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
る
。 

 

茶
道
／
三
名 

 

茶
道
で
は
、
金
光
健
子
師
を
講
師
に
迎
え

て
、
藪
ノ
内
の
流
派
を
学
び
、
稽
古
に
励 

ん
で
い
る
。 

日
本
の
美
し
い
四
季
を
道
具
や
お
菓
子
で

表
し
、
そ
の
時
季
で
し
か
感
じ
る
こ
と
の
で

き
な
い
空
間
や
香
り
、
味
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
感
性
を
磨
い
て
い
る
。 

お
茶
の
世
界
に
は
「
客
は
亭
主
と
な
り
、

亭
主
は
客
と
な
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

「
ど
ち
ら
か
一
方
が
受
け
手
に
な
る
の
で
な

く
、
互
い
に
思
い
や
り
厚
意
に
感
謝
す
る
の

が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
茶
道
の
“
お
も
て

な
し
の
心
”
を
学
ん
で
い
る
。
秋
に
開
催
さ

れ
る
お
茶
会
に
向
け
て
、
最
高
の
「
お
も
て

な
し
」
が
出
来
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
精
進

し
て
い
き
た
い
。 

 

       

書
道
／
一
名 

書
道
は
、
坂
口
善
雄
師
に
ご
指
導
を
頂
き
、

先
生
の
書
か
れ
た
お
手
本
を
も
と
に
、
稽
古

に
励
ん
で
い
る
。
一
文
字
一
文
字
は
も
と
よ

り
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
配
り
な
が
ら
、

稽
古
を
し
て
い
る
。
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
、

上
達
し
て
い
る
様
子
が
伺
う
こ
と
が
で
き
、

大
変
あ
り
が
た
い
。 

本
年
も
、
生
神
金
光
大
神
大
祭
に
合
わ
せ

て
学
院
書
華
道
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
込
め
た
字
を
書
し
た
半

切
を
展
示
す
る
。
ま
た
学
院
合
同
茶
会
で
は

色
紙
に
好
き
な
字
を
書
い
て
披
露
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
と
も
先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、

稽
古
に
勤
し
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

            

                         

 

8
月

7
月

6
月

5
月

9 3 1 25 18 16 15 8 7 1 28 20 18 15 14 9 8 3 2 1 27 25 24 15 15 14
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

31 8 27 30 13 6/1 23

夏
期
在
籍
教
会
実
習

少
年
少
女
全
国
大
会
御
用
奉
仕

第
一
信
心
レ
ポ
ー

ト
懇
談

第
一
回
定
期
考
査

第
一
回
部
屋
替
え

平
和
学
習

特
科
卒
業
証
書
授
与
式

聖
蹟
巡
拝
（

本
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

学
院
長
寮
内
巡
回

第
二
回
求
道
の
日

特
科
教
話
実
習

聖
蹟
巡
拝
（

ご
生
家
方
面
）

聖
蹟
巡
拝
（

特
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

特
科
入
学
式

特
科
入
寮
式

教
団
独
立
記
念
祭
御
用
奉
仕

文
化
活
動
開
始
（

毎
週
水
曜
日
）

図
書
館
見
学

消
防
・
避
難
訓
練

第
一
回
求
道
の
日

授
業
開
始

大
掃
除
（

畳
上
げ
）

実
践
課
題
設
定
週
間

信
行
輔
導
期
間

本
科
入
学
式

本
科
入
寮
式

（
夏
期
在
籍
教
会
実
習
ま
で
） 

K
a
k
i 

 



 

 

（５）学院通信 第 1 号（通巻 156 号） 

 

六
月
十
五
日
に
入
学
し
た

特
科
生
は
、
一
カ
月
間
に
及

ぶ
学
院
修
行
を
進
め
、
七
月

十
五
日
に
六
名
が
卒
業
し
た
。 

学
行
で
は
、
教
典
ゼ
ミ
・

祭
式
・
祭
詞
等
な
ど
を
受
講

し
、
信
行
で
は
本
科
生
の
班

に
加
っ
て
、
参
拝
、
洒
掃
、

炊
事
等
を
行
じ
、
奉
仕
の
お

役
に
も
当
た
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
修
行
に

取
り
組
み
、
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
を

習
得
し
、
御
霊
地
の
お
徳
を
頂
い
て
、
こ
こ

か
ら
御
用
に
立
た
せ
て
い
た
だ
く
心
構
え
が

で
き
た
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
先
に
入
学
を
し
た
本
科
生
と
互
い

に
磨
き
合
う

こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、

大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ

か
ら
の
御
用

成
就
を
祈
念

す
る
。 

 

  

学
院
生
活
で
思
う
こ
と 

 
 

 
 
 
 

 

岡
山
県
・
備
前
矢
田
教
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

森

本

も
り
も
と

 

明

倫

あ
き
み
ち 

 

六
月
十
四
日
に
特
科
生
と
し
て
入
寮
を
し
、

初
め
て
の
夜
の
御
祈
念
、
一
カ
月
前
に
入
学

し
て
い
る
本
科
生
の
作
法
や
振
る
舞
い
を
見

て
、
こ
れ
を
毎
日
続
け
ら
れ
る
の
か
と
不
安

で
し
た
。
し
か
し
、
不
安
な
気
持
ち
の
私
を
、

本
科
生
の
方
々
の
思
い
や
り
が
救
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
本
科
生
の
方
々
は
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
の
特
科
生
に
対
し
て
ひ
と

つ
ひ
と
つ
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ず
苦
労
も

し
、
何
回
も
聞
き
直
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
本
科
生
の
方
々
は
根
気
よ
く
教
え
て
下

さ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
本
科
生
の
方
々
の
姿

勢
に
信
心
を
感
じ
さ
せ
て
も
ら
い
、
感
動
し

ま
し
た
。
そ
う
い
う
本
科
生
の
方
々
と
一
緒

に
修
行
で
き
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
経

験
で
し
た
。 

入
寮
式
の
日
に
梅
雨
入
り
の
発
表
が
あ
っ

た
と
思
う
と
、
あ
ま
り
に
も
早
い
梅
雨
明
け

の
宣
言
が
あ
っ
て
、
毎
日
暑
い
日
が
続
き
、

夕
参
拝
の
時
な
ど
大
変
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
っ
た
学
院
生
活
で
の
経
験
を
生

か
し
て
、
今
後
の
教
会
御
用
に
取
り
組
み
、

神
様
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
科
生
の
方
々
に
は
健
康
に
十
分
注
意
し
、

来
春
の
全
員
揃
っ
て
の
卒
業
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。 

 

学
院
生
活
の
楽
し
さ
を
感
じ
て 

 

佐
賀
県
・
白
石
教
会 

原は
ら

田だ

 

五
月

さ
つ
き 

 

一
カ
月
の
修
行
生
活
を
素
敵
な
仲
間
と
共

に
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ま
し
た

こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
最
短
の

梅
雨
と
な
り
、
雨
に
遭
う
こ
と
も
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
気
温
が
高
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
を
、
扇
風
機
や
冷
房
の
お
世

話
に
も
な
っ
て
、
一
カ
月
間
修
行
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

振
り
返
り
ま
す
と
、
御
祈
念
、
洒
掃
、
学

行
、
食
事
や
寮
で
の
時
間
な
ど
、
楽
し
い
、

美
味
し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
暑
い
、

痛
い
、
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
全
て
が
有
難
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。
ご
霊
地
で
し
か
味
わ
え
な
い
経
験
を
沢

山
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
光
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
達
は
、
こ
れ
か
ら
在
籍
教
会
へ
戻
り
、

こ
の
一
カ
月
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
元
に
さ
ら
に
信
心
を
進
ま
せ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
お
か
げ
を
頂
い
て
、

こ
の
道
に
進
ま
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
を
思
い

返
し
な
が
ら
、
人
が
助
か
る
金
光
教
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
何
事

に
も
祈
り
を
忘
れ
ず
、
心
を
込
め
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

特科卒業証書授与式 

特科教話実習 

授業風景（祭式） 



 

 

 

 

学院通信 第 1 号（通巻 156 号）（６） 

 

   

気
付
か
さ
れ
る
日
々 

 
広
島
県
・
横
川
教
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山

本

や
ま
も
と

 

道み
ち

登と 

 

学
院
に
入
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
約
三
カ

月
が
経
ち
ま
す
。
例
年
よ
り
少
な
い
と
さ
れ

る
本
科
生
九
名
で
す
が
、
各
々
が
役
割
を
理

解
し
、
助
け
合
い
、
先
生
方
の
手
厚
い
ご
尽

力
の
下
、
充
実
し
た
修
行
生
活
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

私
は
教
会
で
生
ま
れ
育
ち
、
教
師
と
し
て

在
籍
教

会
で
御

用
を
す

る
た
め

に
、
と

に
か
く

新
し
い

こ
と
を

学
ば
せ

て
い
た

だ
こ
う

と
思
い
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

金
光
様
の
お
膝
元
で
修
行
を
重
ね
て
い
く
中

で
、
今
ま
で
受
け
て
い
た
お
か
げ
に
気
付
か

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

毎
日
の
課
業
や
本
部
広
前
参
拝
、
そ
れ
に
加

え
て
、
様
々
な
問
題
が
起
こ
る
中
で
、
今
ま

で
何
度
も
聞
い
て
き
た
み
教
え
や
お
言
葉
が

思
い
起
こ
さ
れ
、
そ
の
意
味
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
院
生
活
の
中

で
こ
そ
経
験
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
神
様
の

御
働
き
に
よ
っ
て
気
付
か
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

「
お
か
げ
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
」
私

達
が
こ
れ
か
ら
続
く
学
院
生
活
の
中
で
日
々

頂
い
て
い
る
お
か
げ
に
気
付
き
、
神
様
に
心

を
向
け
ら
れ
る
よ
う
、
修
行
生
活
を
精
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

神
様
と
共
に
生
き
る
見
方 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
岡
県
・
静
岡
教
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩い
わ

﨑さ
き

 

結ゆ
い 

 

本
年
度
学
院
に
入
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

早
く
も
約
三
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
年
齢
も

学
院
に
入
学
す
る
前
の
経
歴
も
異
な
る
九
人

が
同
期
と
な
り
、
寮
生
活
を
通
し
て
、
神
様

と
向
き
合
い
、
繋
が
っ
て
い
く
修
行
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

学
院
の
日
課
は
、
朝
早
く
か
ら
分
刻
み
で

参
拝
や
課
業
な
ど
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
日
ご
と
に
奉
仕
や
待
命
当
直
な
ど

の
お
役
に
あ
た
り
、
起
き
る
時
間
や
洒
掃
す

る
場
所
が
毎
日
異
な
る
の
で
、
最
初
は
混
乱

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
度
の
女
子
は
三

名
と
少
な
く
、
互
い
に
協
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
多
々
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
三
名
の
結
束
は
強
く
な
り
、
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
こ
こ
ま
で
修
行
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

私
自
身
は
、
学
院
で
の
修
行
を
通
し
て
、

自
分
の
中
の
も
の
の
見
方
が
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
ま
で
の
自
分
の
価
値

観
や
優
先
順
位
で
見
る
と
、
無
駄
だ
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
も
、
神
様
に
向
か
っ
て
見

て
み
る
と
、
こ
れ
か
ら
私
が
神
様
と
共
に
生

き
て
い
く
上
で
必
要
な
こ
と
だ
と
気
付
か
せ

て
い
た
だ
き
、
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
修
行
は
続
き
ま
す
が
、
同
期
生

と
共
に
神
様
に
向
か
い
、
自
分
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
楽
し
み
な
が
ら
修

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 

 

 学
院
生
の 

金光教学院ホームページ http://www.konkokyo.or.jp/gakuin/  

令和４年度教区別入学者数

北海道

東北

関東
特科 １

信越

東海
本科 １

東近畿
特科 １

中近畿
本科 ２

特科 １

西近畿
本科 １東中国

特科 ２

西中国
本科 ３

特科 １

四国

北九州
本科 ２

特科 １

南九州
本科 １

合計 本科 １０

特科 ７

聖蹟巡拝（木綿崎山周辺） 

大掃除 

（畳上げ） 

学院長 

寮内巡回 


